
タ
ン
1
1
チ
キ

悶
主
制
胤
拙
聞
に
在
っ
て
、

容
の
山
山
競
拍
仙
寺
を
司
。
、
天
和
元
年
六
用
資
附
寺
九

代
に

M
mせ
ら
れ
、
点
字
元
年
介
。
政
の
小
結
山
に
隠

れ
、
昨
山
総
守
を
側
め
て
此
白
を
山
山
と
し
、
Uλ

法問中

寺
を
密
み
て
移
り
、
叫
は
永
七
年
七
且
十
六
日
八
十
七

肢
を
以
て
寂
し
た
。

ダ
ン
ワ
ズ
イ
ヒ
ツ

山
富
R
。

n
E
f
 

れ
、
岱
に
制
開
削
す
る
こ
と
を
得
ず
、
訟
に
附
岡
林
の

自
力
に
よ
っ
て
漉
明
し
た
別
で
あ
る
と
い
ふ。

ダ
ン
ス
ウ
フ
チ
メ
イ
カ
イ
h
y
ジ
ユ
ウ

段
数
不
知

明
解
ロ
侵

一
加
。
金
川
仰
の
三
池
統
n
J
4
H
下
村
幹
方

の
討
で
、
耐
氷
川
叫
林
の一
刊
し
た
段
鍬
不
知
明
併
を
説

明
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
利
七
年
に
成
5
0

湛
且
[
晶

J
-
一
ヨ
ア
ン
タ
ン
ド
ワ

施
せ
ら
れ
た
。
教
法
印
の
生
徒
政
は
七
八
十
名
で
あ

っ
た
。チ

カ
h
y
ジ

智

田町
寺

金
湖
西
刷
川
町
に
在
っ
て
、

異
宗
束
振
に
回
す
る
。
山
続
は
白
粉
山
。
初
め
河
北

仰
木
制
布
に
在
っ
た
。

チ
カ
ノ
リ
近
則

加
賀
の
万
工
。
=
一
州
鍛
治
系

M
M
に
協
れ
ば
、
初
代
藤
島
行
光
の
子
で
、
石
川
郡
泉

に
住
み
、
隠
肺
出
年
間
に
生
ま
れ
て
限
氷
八
年
に
裂
し

た
と
し
、
又

一
設
に
初
代
一
泊
光
は
近
則
の
子
で
あ
る

と
も
い
ふ
。
併

L
近
則
の
作
も
、
M
m
m
以
前
の
行
光

作
も
、
附U
永
頃
の
清
光
作
も
現
存
せ
ぬ
か
ら
、
こ
れ

ら
の
事
に
就
い
て
は
推
定

L
難
い
。

チ
カ
ラ
ズ
マ
フ
力
ず
ま
ふ

二
冊
。
能
常
黒
ぬ

の
制
人
挟
ト
編
。
一
京
一
橘
箆
治
兵
衛
板
。
吠
ト
が
脱
し

た
臥
引
の
『
力
ず
ま
ふ
律
手
烈
し
き
ゃ
一
ト
凶
』
を
立

句
に
し
た
支
考
・見
向
三
吟
の
附
合
を
怨
…mに
抑
制
せ
、

附
誕
・提山村
・
一
茶
・甫
尺
等
賞
時
の
人
々
の
幾
句
及

び
附
合
を
列
べ
た
も
の
で
あ
る
。
序
は
天
明
凶
午
初

駄
治
東
山
芭
蕉
蛍
附
及
。
肢
は
天
明
六
む
ま
の
科
秩

行
関
市
尺
。

チ
カ
ラ
ゼ
ン
エ
モ
ン
力
芸
右
衛
門

石
川
郷品
川

光
に
生
ま
れ
、
幼
よ
り
開
H

力
栄
に
迎
え
た
。
併

へ
て

一宇中
、
枇
年
の
時
笠
間
前
祉
に
斬
っ
て
大
力
を
得
、

人
呼
ん
で
力
普
右
衛
門
と
い
う
た
と
。
滋
右
衛
門
に

就
い
て
は
奇
異
の
物
M
m
が
多
い
。
明
治
二
十
二
年
三

百
周
忌
を
修
L
、
併
せ
て
碑
を
品川
光
に
建
て
た
。

チ
カ
ラ
ヅ
ヱ
ち
か
ら
杖

一
冊
。
金
持
の
制
人

竹
之
坊
若
。
寛
政
三
年
初
冬
京
菊
屋
太
兵
衛
板
。
著

者
の
倒
論
集
で
、
側
諸
正
風
体
の
事
、
七
部
集
日
担
体

の
郎
、
片
紙
の
事
以
下
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
自
序
に

見
政
氏
成
加
州
金
制
仰
沙
問
踊
竹
之
坊
と
あ
り
、
雨
師
、
胞

附
誕
も
序
を
加

へ
、
。
兎
坊
周
山
の
訟
が
あ
る
。

チ
カ
ヲ
カ
近
間

石
川
端
融
制
且
庄
に
回
す
る
思

談
話
随
盟副

J
A
ナ

y
，スイ

如

h
F

ン
ド
ウ

魔
法
A
F
o

h
F

ン
ト
ロ
ジ
マ
た
ん
と
ろ
島

珠
洲
山
員
協
の

う
ち
糾
認
訴
の
京
方
抑
に
在
る
向
。

生
ン
パ
ク
セ
キ

蛋
白
石

在
的

mvバ
促
小
字
綬

小
田出

・
能
串
{
榔
赤
削
か
ら
筏
す
る
。

餓
小
口
出
の
蛍
白

石
は
、
統
訓
引
を
早
出
し
て
終
制
色
を
柿
，ひ
た
る
石
英
和

而
刊訂
中
に
限
胎

L
、
間川
明
色
筏
き
も
竿
迩
明
で
光
州
附

の
狐
い
良
品
が
あ
る
。

h
M
ン
パ
マ
チ
丹
波
町

金
持
の
前
川
名
。
脂
製

一
番
了
な
る
も
と
杭
山
外
記
郎
地
の
杭
川
を
呼
ぴ
、

背
此
の
附
乱
が
榊
谷
川
彼
郎
の
あ
っ
た
た
め
町
名
に

し
た
と
い
ふ
。
今
は
こ
の
町
名
機
秘
し
た
。

h
F
ン

モ

ノ

友
物

防
長
三
年
六

H
三
日
加
賀
滞

の
令
に
、『
一
、
き
ぬ
の
た
け
は
京
尺
二
丈
五
尺
、
は

ぱ
は
大
む
か
し
の
ご
と
く
た
る
べ
き

m。
一
、
布
の

た
け
は
京
尺
二
丈
入
尺
、
は
ど
は
如
附
々
た
る
べ
き

m。
』
と
見
え
る

o
X江
文
四
年
に
は
、
日制
・剣
の
阿
川

一
地
大
工
の

か
ね
に
て
た
け
三
丈
凶
尺

制

一
尺
四

寸
、
布
・木
綿
は
た
け
一
ニ
丈
四
尺
制
一
尺
三
サ
よ
り

矩
尺
の
も
の
や
絞
り
斜
ざ
る
従
山
県
の
規
定
を
継
る
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
を
令
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
議
令
を

併
へ
た
も
の
で
あ
る
。

タ
ン
レ
イ
ソ
チ
ユ
ウ
丹
山
信
組
哀

町
制
宗
の
前
。

若
狭
の
人
。
結
k
h
儲
に
収
容
し
、
後
山
H
凶
寺
月
山
川
出

白
の
門
を
叩
き
、
次
い
で
山
城
郁
地
山
に
在
っ
て
大

惜
し
、腕
併
を
出
向
に
呈
し
た
。

円程
よ
り
抑
制
の
全
久
、

ヒ

ツ

チ

チ
ウ
ン
ジ

智
雲
寺

田
叫
宗
瑛
振
に
凶
ず
る
。

チ
エ
ン

智
悶

河
北
榔
外
日
向
民
宗
束
荻
凶
託

寺
十
凹
代
の
住
持
o
w比
政
六
年
制
衆
院
訴
附
の
門
に

人
。
、
文
政
四
年
凶
日
司
と
な
り
、
広
永
四
年
三
且
二

日
七
十
四
肢
を

U
て
寂
。
法
名
本
内
医
院
誠
刷
出
。

チ
エ
ン
カ
ン

致
翠
館
明
治
二
年
に
創
設
せ
ら

れ
た
枇
術
館
内
の
英
桜
町
は
、
城
西
元
御
細
工
所

(
刻
々
山
川
跡
〉
に
紗
り
、
箆
に
西
町
耐
制問
寺
に
籾
ず
る

に
及
ん
で
致
泌
似
と
脱
し
た
。
=
一
年
牧
師
三
弔
問
出
一

東
京
に
削
刷
。
、
長
野
雄
次
郎
来
っ
て
之
に
代
っ
た
o

H
次
郎
は
文
米
凶
岱
八
と
も
立
石
斧
次
郎
と
も
い

ひ
、
文
久
允
年
恥
附
の
米
凶
に
伎
を
一
蹴
し
た
時
通
抑

と
な
っ
た
人
で
、彼
一
の
附
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
年
殺
越
市
川
は
大
手
町
な
る
元
御
世
論
台
所
に
移

り
、
七
厄
制
限
所
を
併
合
し
て
そ
の
隆
昌
を
謀
旬
、

十
一
且
鍛
六
附
の
紫
御
殿
に
鞘
じ
、
加
中
に
在
っ
た

弛
往
似
を
併
せ
て
中
駅
東
校
と
な
っ
た
。
七
局
制
限

加
の
敬
附
で
あ
っ
た
米
凶
人
オ
l

ス
ポ
ン
は
、

χ
致

迫
町
の
即
日
間
と
な
っ
た
が
、
三
年
八
且
期
満
ち
て
附

司昏

.. 

五
三

O

孫
。
文
明
九
年
十
Hn
十
五
日
附
細
部
修
迎
大
夫
先
所
、

丹
後
前
司
・利
決
前
司
判
柏町
に
、
『
加
到
凶
A
M
月
町
内

近
附
村
市
新
保
大
河
紙
等
附
刷
、
協
山
門
駅
給
嶋
中
引
致

泌
鼠
云
々
。
』
と
見
え
る
。

チ
カ
ヲ
カ
ゴ
ウ
近
岡
郷
門
限
凶
年
八
月
七
日

附
M
M

m
柿
同
制
限
鋭
努
秘
献
に
、『
桜
土
寺
節
分
加
到
凶
間

合
且
庄
山
リ
弘
同
郷
内
且
降
五
町
云
々
』
と
あ
る
。
後

靴
鞍
且
圧
に
近
間
村
が
あ
る
。

チ
カ
ヲ
カ
ト
シ
ア
キ
延
岡
利
明

鏡
早
分
脈
に
、

林
大
夫
光
家
の
M
m
林
六
郎
光
明
の
六
男
近
同
九
郎
利

明
が
あ
る
。

有
川
柳
近
附
に
川
聞
係
の
人
で
あ
ら
う
。

チ
カ
ヲ
カ
ノ
ト
ウ
ベ
Z

近
岡
の
滋
兵
衛

石

川

地
込
附
の
人
。
立
文
四
年
八
且
附
川
制
紀
が
政
胞
の

際
御
召
舟
の
水
手
と
な
り
、
前
後
民
そ
の
役
に
限

し
、
十

一
年
三
且
二
人
扶
持
を
似
は
っ
た
。

チ

カ

ン

智
鑑

J

Y

ヨ
ウ
ア
ン
チ
先
Y

閉山崎

担
鐙
。

チ
キ
ジ

知
気
寺

石
川
榔
林
四回に
M
即
す
る
伺印税。

天
正
十

一
年
四
月
山
臣
努
吉
の
制
札
に
ち
け
ん
寺
村

と
あ
り
、
元
利
五
年
五
月
四
日
前

m利
協
の
知
行
所

附
及
び
岡
田
町
二
年
の
留
記
に
知
隆
寺
村
と
あ
り
、
瓜

治
元
年
の
村
御
印
に
知
匁
寺
村
と
あ
る
。
郷
村
自
溌

抄
に
は
mu知
筑
寺
と
い
」
唱
が
あ
っ
た
か
ら
村
名
が

起
っ
た
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
知
応
寺
で
あ
っ
た
の
で

あ
ら
う
o
V
A
加
越
能
名
跡
絡
に
、『知
筑
寺
領
の
内
符

山
に
府
城
有
。
れ
ヶぬ
の
械
と
い
ふ
。
古
へ
林
六
郎
阿

佐
之
問
。
同
村
に
右
六
郎
防
跡
も
有
。
』
と
あ
る。

チ
キ
ジ
ガ
キ
知
義
寺
格

石
川
都
知
気
寺
に
益

す
る
締
。
延
貸
六
年
七
且
部
上
に
、『
協
椀
‘
知
気
寺

村
』
と
あ
る
。
後
こ
の
附
酬
が
諸
問
に
府
ま
る
に
-F
つ

芯
も
、
山川
知
奴
寺
神
の
名
を
以
て
刑
制
ぜ
ら
れ
た
。

チ
キ
ユ
ウ
ジ
ツ
y
h
y

地
球
賢
測

一
加
。
辺
隙

高
禄
訴
。
こ
の
訟
は
日
殺
が
問中
川
地
兵
術

・
三
内
風

‘ 

-固


